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日本食品化学学会 第 32 回 総会・学術大会 プログラム（決定版） 

開 催 日 ： 2026 年 7 月 23 日(木) − ７月 24 日(金) ※参加申込締切：7 月 17 日(金) 
会   場 ： 愛媛県県⺠⽂化会館（愛媛県松⼭市道後町 2-5-1） 
学 会 ⻑ ： 天倉 吉章（松⼭大学 薬学部 教授） 

◆ 7 月 23 日（木曜日） 総会および学術大会 
09：45〜09：50 開会 学会⻑挨拶  
 松⼭大学 薬学部 教授 天倉吉章  
09：50〜12：15 口頭発表（若手優秀発表賞対象演題 A01-A9）（一般発表演題 A10-A11） 
12：35〜13：25 ランチョンセミナー 
 アジレント・テクノロジー㈱ ≪真珠の間 A≫  
 ※ 評議員会 ≪第３会議室≫  
13：45〜14：35 総会（事業報告、事業計画、奨励賞・論⽂賞表彰式など）≪真珠の間 A≫ 
14：35〜14：55 奨励賞受賞者講演 福岡県保健環境研究所 佐藤 環 

 「食品中化学物質の分析法開発と検証および 
残留実態評価による食品の安全性確保に関する研究」 

15：00〜15：30 招待講演 ① 消費者庁 食品衛生基準審査課 髙江慎一 
 「食品安全行政の現状と課題」 
15：30〜16：00 招待講演② 大阪公立大学 大学院 医学研究科 鰐渕英機 
 「食品添加物の安全性評価−プロポリスを例にして」 
16：00〜16：30 基調講演（学会⻑講演）松⼭大学 薬学部 天倉吉章 
 「ゲラニインからはじまった天然物研究」 
19：00〜 交流会（ANA クラウンプラザホテル松⼭ サファイアルーム） 

◆ 7 月 24 日（金曜日） 学術大会 
09：15〜11：15 ポスター発表コアタイム ≪真珠の間 B≫ 
 （奇数 09:15〜10:15）（偶数 10:15〜11:15） 
11：30〜12：20 ランチョンセミナー 
 ㈱島津製作所 ≪真珠の間 A≫ 

※ 編集委員会 ≪第３会議室≫ 
12：40〜13：40 高校生によるポスター発表 ≪ロビー≫ 
13：50〜14：20 招待講演③ 国立健康・栄養研究所 伊東秀之 
 「機能性ポリフェノールの生体内代謝産物の動態」 
14：20〜14：50 招待講演④ 愛媛大学 大学院 農学研究科 菅原卓也 
 「柑橘成分を用いた機能性食品の開発」 
15：00〜16：05 口頭発表（一般発表演題 A12-A16） 
16：05〜16：20 若手優秀発表賞・高校生企画 表彰式  
16：20〜16：30 閉会式 学会⻑挨拶 



 

◆口頭発表 
 
● 7 月 23 日(木曜日) 09:50~12:15 
 ◎は若手優秀発表賞対象演題 
 
A01 安全な保健機能食品の活用を目指した機能性関与成分とフィブラート系薬剤と 
 の相互作用解析 
 ◎加納愛弓１，橘 敬祐２，⼭下琢矢１，堤崚太郞１，中尾友洋３，坂田 慎３， 
 ⻄野雅之３，⻑野一也１ 
 １和歌⼭県立医科大学薬学部，２大阪大学大学院薬学部， 
 ３三栄源エフ・エフ・アイ 
 
A02 カンナビジオール（CBD）アイソレート粉末中Δ9-テトラヒドロカンナビノール 
 （Δ9-THC）の LC-MS/MS 分析に関する改良法 
 ◎堤 健之１,２，高⼭卓大２，井之上浩一２ 
 １株式会社ダイセル，２立命館大学薬学部 
 
A03 食品用の合成樹脂製器具・容器包装に使用される安定剤に関する研究 
 ―紫外線により Antioxidant 1035 から生成する物質とその変異原性― 
 ◎藤原恒司１，梶木春花２，近藤 翠１，⿊原 崇１，正田卓司１，出水庸介１， 
 松本真理子１，酒井信夫１，阿部 裕１，六鹿元雄３，杉本直樹１ 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２明治薬科大学，３名古屋市衛生研究所 
 
A04 赤血球におけるヘモグロビン付加体形成に対する酸化ストレスの影響 
 ◎佐野恵里花，島村裕子，増田修一 
 静岡県立大学 大学院薬食生命科学総合学府 食品栄養科学専攻 
 
A05 ビタミン B 群の AGEs 生成阻害作用および抗酸化作用の評価 
 ◎吉田彩美１，益田理子１，武部香子 1，似鳥真悠 1，森川琴星 1，伊藤里恵 1， 
 岩崎雄介 1，穐⼭ 浩 1,2 
 １星薬大 Hoshi Univ，２国立衛研 NIHS 
 
A06 ふなずし抽出物の PPARγ活性化を介した破骨細胞分化抑制作用と活性成分の 

解析 
 ◎瀧野美琴１，藤原大地２，梅⼭和磨２，田中照佳１,２,３，藤井有希２， 
 福田隆志１,２,３，安藤正史１,２ 
 １近畿大院・農・水産，２近畿大・農・水産，３近畿大・アグリ技研 
 
A07 グリシドールのヘモグロビン付加体形成に対する食品成分および赤血球老化の 
 影響 
 ◎深澤友哉，島村裕子，増田修一 
 静岡県立大学大学院 薬食生命科学総合学府 
 
A08 ⻩⾊ブドウ球菌由来膜⼩胞による糸球体腎炎誘導機構の解明と食品成分による 
 制御 
 ◎森本夢侑斗１，大浦由起乃１，島村裕子１，伊與田雅之２，増田修一１ 
 １静岡県立大学大学院 薬食生命科学総合学府，２昭和医科大学 医学部 
 
A09 マウンテンキャビア由来サポニン momordin Ic の抗肥満作用 
 ◎高田隆矢 1，竹田翔伍 3，下田博司 3，津雲基光 4，久保田和孝 4,5， 
 松田久司 1,4,6，森川敏生 1,2 

 １近畿大学薬学総合研究所，２近畿大学アンチエイジングセンター， 
 ３オリザ油化株式会社，４イーエステック京都，５京都有機化学研究所， 
 ６生産開発科学研究所 
 
A10 クズ由来 C-グリコシド型イソフラボン・プエラリンの血糖上昇抑制作用と 
 GLP-1 応答の関与 
 ○田中照佳１,２,３，池田くる美２，藤井有希２，森⼭達哉３,４,５，河村幸雄４,５ 
 １近畿大・農・水産，２近畿大院・農・水産，３近畿大・アグリ技研， 
 ４近畿大・農・応生化，５近畿大院・農・応生化 
 
A11 ポリマーセレクターを用いたカンナビノイド分析 
 ○永井寛嗣 1，堤 健之 1，細川真由 1，岡林智仁 1，宮澤賢一郎 1，中井康人 1， 
 Weston J. Umstead2 
 １株式会社ダイセル，２Chiral Technologies Inc. 
 
 
● 7 月 24 日(金曜日) 15:00~16:00 
 
A12 GC-QMS と深層学習を用いた構造推定手法の開発と食品中の香気成分分析への 
 適用 
 ○窪田 梓，南場満里奈，久保 歩，生方正章 
 日本電子株式会社 
 
A13 柿渋粉末のタンニン含有率測定方法の検討 
 ○洞 悠実 1，松村羊子 1,2,3，⼭田華奈衣 1，北畠正大 2，伊藤利洋 2，栢野新市 1 
 １畿央大学健康科学部，２奈良県立医科大学， 
 ３畿央大学ウェルネス共創研究センター 
 
A14 ＧＰＣを用いた珈琲⾖における殺⿏剤類の一⻫分析法の構築 
 ○劉逸羲，蒋岑玲，姜一婷，許斐衛 
 三得利分析技術（上海）有限公司 
 
A15 酸化エチレン燻蒸食品中における内在成分修飾体の直接検出と新規マーカー 
 候補の提案（第２報） 
 ○中村公亮 1，佐原弘晃 1，田中康男 1，⼩笠原亮 2，大塚まりな 3， 林 孝子 4， 
 福光 徹 4，平田晴之３ 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２アジレント・テクノロジー， 
 ３酪農学園大学，４神奈川県衛生研究所 
 
A16 オンライン固相誘導体化 SPE-LC-MS/MS による遺伝子組換え分別および不分 
 別トウモロコシ中のグリホサート、グルホシネートおよびそれら代謝物の分析 
 ○穐⼭ 浩 1,3，浦畑潤也 1，水澤和希 1，野村昂聖 1，藤田優麻 1，原野幹久 1， 
 川本直季 1，斎藤 勲 2，佐々野僚一 2，田口貴章 3，堤 智昭 3，伊藤里恵 1， 
 岩崎雄介 1 

 １星薬科大学，２㈱アイスティサイエンス，３国立医薬品食品衛生研究所 
 

◆ポスター発表 
 
● 7 月 24 日(金曜日)  ポスター発表コアタイム 

奇数番号 09:15〜10:15／偶数番号 10:15〜11:15 
◎は若手優秀発表賞対象演題 

 
B01 酒粕の⾊調を指標とした機能性成分の比較解析 
 ◎⻄殿悠人１，田中 謙２，森川敏生１,３ 

 １近畿大学薬学総合研究所，２立命館大学薬学部， 
 ３近畿大学アンチエイジングセンター 
 
B02 HPLC および LC-MS を用いた添加物迅速一⻫抽出法の開発 
 ◎島尻結衣，⻲井亜美，三橋由香里，吉田美佳，早川賢治，⽯⿊ 聡 
 一般財団法人日本食品分析センター 
 
B03 相対モル感度法を用いたキンミズヒキ抽出物含有製品の定量検討 
 ◎庄司篤史 1，塩見卓也 1，⻄崎雄三 2 
 １株式会社ファンケル，２東洋大学食環境科学部 
 
B04 アーモンドに含まれるポリフェノール成分解析 
 ◎玉井愛由美，内倉 崇，好村守生，天倉吉章 
 松⼭大学薬学部 
 
B05 蛍光誘導体化×3D プリンター×スマートフォンによる HPLC-蛍光検出法の開発 
 と食品添加物分析への適用 
 ◎川末慎葉 1，KHIN DAGON WIN2，⿊原 崇 1，阿部 裕 1，川末紀功仁 2， 
 杉本直樹 1 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２宮崎大学工学部 
 
B06 水中での水道法水質基準項目および要検討項目の PFAS を対象とした大量注入 
 分析法の確立 
 ◎吉田有希 1，島壮一郎 1，鳥羽真由子 1 
 1 サントリーホールディングス株式会社 グループ品質本部 安全性科学センター 
 
B07 ソバ主要アレルゲン Fag e 3 のリン酸修飾による IgE 反応性低減効果 
 ◎金野紗央璃１，片⼭ 茂１,２ 
 １信州大学大学院総合医理工学研究科総合理工学専攻， 
 ２信州大学バイオメディカル研究所 
 
B08 豚肝臓分解抽出物の⻑期摂取による脳内遺伝子変動と脳機能改善効果の検証 
 ◎栗原大河 1，仲宗根侑花 1，稲波有珠華 1，佐藤希音 1，中村 遥 1， 
 白⼭輝樹 2，河原大葵 2，谷川悠介 2，安田浩樹 1，植村 健 2,3,4 
 １佐賀大学医学部生体構造機能学講座神経生理学分野  
 ２信州大学大学院総合医理工学研究科， 
 ３信州大学社会実装クラスターバイオメディカル研究所， 
 ４信州大学基盤研究支援センター遺伝子実験支援部門 
 
B09 イオン交換樹脂を用いた食品中の PFAS 除去に関する検討 
 ◎髙岡 優，古田絢裟，田中純奈，前原加奈子，島村宗孝，出水丈志 
 室町ケミカル株式会社 
 
B10 蛍光 X 線分析装置を用いたペットフード中有害重金属のスクリーニング分析 
 ◎守屋宏一 
 株式会社島津製作所 分析計測事業部 
 
B11 指定成分等の「コレウス・フォルスコリー」を含む食品の流通実態調査 
 ◎田中誠司１，水谷佐久美１，徳本廣子１，増本直子１，伊藤美千穂１ 
 １国立医薬品食品衛生研究所 
 
B12 トリプル四重極質量分析計を用いた粉ミルク中のセレウリド分析 
 ◎吉岡紗穂，前島 希，朝野夏世，⼩林まなみ 
 株式会社島津製作所 分析計測事業部 SCOE 
 
B13 食品中の糖類分析における親水性相互作用クロマトグラフィーカラムの比較 
 検討 
 ◎村田健⻁、永井寛嗣、大⻄崇⽂、中井康人 
 株式会社ダイセル 
 
B14 食品分析における固相抽出を搭載した新規マイクロ遠心デバイスの開発 
 （第 2 報） 
 ◎五十嵐由樹１，周 詳 2，首藤昌也 1，伊藤美奈 1，松田高博 1，⼩林和浩 1， 
 笠間敏博 2，高井まどか 2，三宅 亮 2 
 １日清食品ホールディングス株式会社，２東京大学 
 
B15 トリプル四重極質量分析計を用いた容器中のビスフェノール類の一⻫分析 
 ◎田中真穂，岩田奈津紀，⼩林まなみ 
 （株）島津製作所 
 
B16 食品中の有機フッ素化合物(PFAS)分析における抽出方法の比較検討 
 ◎⼭﨑由貴，鈴木美成，北⼭育子，堤 智昭 
 国立医薬品食品衛生研究所食品部 
 
B17 膜ろ過精製を用いた⼩⻨中カビ毒の多成分同時分析法の開発 
 ◎⻑野泰地，岡本みなみ，安瀬地千奈実，松下尚史，川嶋⽂人 
 愛媛大学大学院 農学研究科 
 
B18 HPLC-UV 法による食品中シュウ酸の定量と MALDI-MSI による可溶性シュウ酸 
 分布の可視化 
 ◎⽯井春菜１，阿部優菜１，三枝大輔１，⼭岡法子１，福内友子１ 
 １帝京大学薬学部 
 
B19 きのこ成分ケミカル・オミクス研究：データベースから多変量解析およびバイ 
 オアッセイ評価 
 ◎大⻄怜奈，高⼭卓大，井之上浩一 
 立命館大学大学院 薬学研究科 
 
 



 

B20 シングルリファレンス HPLC 法及び LC-MS/MS 法を用いた CBD オイルの分解 
 抑制条件の探索研究 
 ◎⼩寺莉央１，高⼭卓大 1，岡林智仁 2，宮澤賢一郎 2，井之上浩一 1 
 １立命館大学薬学部，２株式会社ダイセル 
 
B21 HSCCC バイオアッセイ法によるアボカドの種におけるアップサイクル研究 
 ◎松澤奏太，高⼭卓大，井之上浩一 
 １立命館大学大学院 薬学研究科 
 
B22 Differential Cellular and Molecular Responses to Representative PFAS in  
 Immortalized Human Hepatocytes 
 ◎Arpamas Vachiraarunwong1, Masaki Fujioka2, Guiyu Qiu1, Runjie Guo1,  
 Yurina Kawamura1, Juncheng Pan1, Xusong Cao1, Shugo Suzuki2,  
 Hideki Wanibuchi1, Min Gi1 

１Department of Environmental Risk Assessment, Osaka Metropolitan 
University, Graduate School of Medicine, Osaka, Japan.  
２Department of Molecular Pathology, Osaka Metropolitan University 
Graduate School of Medicine, Osaka, Japan. 

 
B23 水および界⾯活性剤水溶液におけるクチナシ⻘⾊素と香気成分の反応 
 ◎杉本真衣 1，倉岡夢名 1，近藤亜沙香 1，柳生美月 1，加藤智子 1， 林 真歩 1， 
 浅井さつき 2，鈴木隆太郎 2，堀内清香 2，高橋 昇 2，⽯橋 諒 3，佐藤 良 3， 
 堤内 要 1 
 １中部大学応用生物学部，２ラインハルト株式会社， 
 ３三栄源エフ・エフ・アイ株式会社 
 
B24 カルボキシ基 18O 化補正 LC-MS/MS 法による農薬等の試験法への応用 
 ：ビシクロピロン分析法（農産物）の適用 
 ◎岡のぞみ，北尾修平，高⼭卓大，井之上浩一 
 立命館大学 薬学部 
 
B25 自動固相抽出装置を用いた食品中人工甘味料分析法の開発 
 ◎⼩⻄賢治，川上正美，島三記絵，佐々野僚一 
 株式会社アイスティサイエンス 
 
B26 機能性食品に含まれる非変性Ⅱ型コラーゲンの意義 
 ○⼾井田敏彦１，和田⻯哉２ 

 １千葉大院薬，２日本薬品㈱ 
 
B27 アニサキスアレルゲン解析における EXiLE 法の有用性について 
 ○手島玲子 1,2，栗坂知里 3，仁和征史 2, 濱田祐斗 4、福冨友馬 4、秋⼭晴代 3 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２岡⼭理科大学獣医学部、 
 ３帝京平成大学薬学部、４国立病院機構相模原病院臨床研究センター 
 
B28 HS-SPME-GC-MS と機械学習を用いたパイナップル香気成分の構造解析 
 ○渡邊直美，南場満里奈，窪田 梓，阿部吉雄，生方正章 
 日本電子株式会社 
 
B29 食物アレルゲン検査用標準物質の開発と新規公定法への有用性評価 
 ○冨上香澄１，⼭下賀容子１，稲垣江梨１ 
 １一般財団法人雑賀技術研究所 
 
B30 国内流通ブラックコホシュ含有食品中のトリテルペン配糖体、アルカロイド 
 及びクロモン類の含有量調査 
 志田（齊藤）静夏，○望月 龍，齋藤真希，堤 智昭 
 国立医薬品食品衛生研究所 
 
B31 ラカンカ抽出物の RMS 定量法の改良 
 ○⽯附京子，川末慎葉，阿部 裕，杉本直樹 
 国立医薬品食品衛生研究所 
 
B32 グリセリンの還元性物質試験法の改良に向けた検討 
 ○丸田知枝，日置冬子，建部千絵，久保田浩樹，高田翔平，多田敦子， 
 杉本直樹 
 国立医薬品食品衛生研究所 
 
B33 LC-MS/MS による畜産物中のジミナゼン分析法の開発 
 ○菊地博之，坂井隆敏，大倉知子，根本 了，田口貴章，堤 智昭 
 国立医薬品食品衛生研究所 
 
B34 ペットボトル用飲料キャップの無機及び有機化合物の分析 
 ○⼭口未来１，阿部 裕１，六鹿元雄２，酒井信夫１，杉本直樹１ 

１国立医薬品食品衛生研究所，２名古屋市衛生研究所 
 
B35 食品添加物におけるクロム酸バリウム沈殿法によるバリウム純度試験の改良 
 ○日置冬子，丸田知枝，建部千絵，久保田浩樹，高田翔平，多田敦子， 
 杉本直樹 
 国立医薬品食品衛生研究所 
 
B36 一食分試料に基づく乳幼児のアクリルアミドばく露評価 

―確率論的手法による一日摂取量の推定― 
 〇鍋師裕美、足立利華、五十嵐敦子、川又香予、武村奈穂、堤 智昭 
 国立医薬品食品衛生研究所 食品部 
 
B37 一食分試料を対象とした銀ナノ粒子分析法の開発 
 ○鈴木美成１，張本雅恵 1，堤 智昭 1，東阪和馬 2 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２大阪大学大学院薬学研究科 
 
B38 ⻨類赤かび病菌選択分離用 FG21 培地の土壌への適用 
 細谷幸恵１，狐塚慶子２,*，⼩⿊まゆ２，⻄森基貴３，⻑谷川利拡３，若月ひとみ３， 
 須賀晴久４，○久城真代１ 
 １農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）食品研， 
 ２宮城県古川農業試験場，３農研機構 農環研， 
 ４岐阜大学糖鎖生命コア研究所, *現所属・宮城県仙台農業改良普及センター 
 
 
 
 

B39 米ぬかアレルギー患者の米ぬか含有製品に対するアレルギー誘発性評価 
 ○佐藤里絵１，猪又直子２,3，中村亮介 4，手島玲子 5 
 １国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構，２昭和医科大学， 
 ３横浜市立大学，４帝京大学，５国立医薬品食品衛生研究所 
 
B40 食品の非破壊元素分析を指向した蛍光 X 線分析用粉体標準試料の検討 

○高柳 学１，宮城琢磨１，古庄義明１，宮下振一 2，三浦 勉 2 
 １ジーエルサイエンス株式会社，２国立研究開発法人産業技術総合研究所 
 
B41 オクラトキシン分析用多機能前処理カラムの開発に向けた基礎検討 
 ○渡辺愛花，国枝 巧，高柳 学，太田茂徳 
 ジーエルサイエンス株式会社 
 
B42 相対モル感度法によるウコン中の機能性物質の一⻫分析法 
 〇神⼭和夫 
 ハウス食品グループ本社(株) 
 
B43 リン酸修飾によるモモ果肉タンパク質の IgE 反応性低減と Pru p 7 由来リン酸 
 化ペプチドによるアレルギー応答調節 
 ○渡邊 柊１，高宮健輔１，片⼭ 茂１,２ 
 １信州大学大学院総合理工学研究科農学専攻， 
 ２信州大学バイオメディカル研究所 
 
B44 LC-MS/MS によるはちみつ中農薬等の一⻫分析法の検討（第⼆報） 
 ○田口貴章，坂井隆敏，堤 智昭 
 国立医薬品食品衛生研究所 
 
B45 トータルダイエット調査による残留性有機汚染物質の摂取量推定 
 ―ダイオキシン類、ポリ塩化ビフェニル、及び有機フッ素化合物― 
 ○堤 智昭、⼭﨑由貴、鈴木美成、張天⻫、鍋師裕美 
 国立医薬品食品衛生研究所 食品部 
 
B46 迅速順相 HPLC 法による食品中プロシアニジン類の分析 
 ⼩原三奈 1，升本早枝子 2，○庄司俊彦１ 
 １(国研)農研機構食品研究部門，２福島大学食農学類 
 
B47 界⾯活性剤濃度および HLB が玄米由来エンドトキシン抽出に及ぼす影響 
 ○出口雄也，伊敷綾乃，福岡真太朗，⻑岡寛明 
 １⻑崎国際大学薬学部 
 
B48 高速 MRM による残留農薬多成分一⻫分析メソッド開発 
 ○大関由利子１，緒方幸恵 1，Andrew Folkerson２, Michael Deng２,  
 Holly Lee２, David Cox２，Craig Butt２ 
 １株式会社エービー・サイエックス，２SCIEX, Canada 
 
B49 食品関連ナノマテリアルの妊娠後期経口ばく露が妊娠結果におよぼす影響 
 ○東阪和馬 1,2，三木理紗子 2，佐伯悠真 2，堺 梨紗 2，鈴木美成 3， 
 芳賀優弥 1,2，堤 康央 1,2,4,5,6,7 

 １阪大院薬，２阪大薬，３国衛研，４阪大院医，５阪大 MEI セ，６阪大先導， 
 ７阪大 R3 セ 
 
B50 食品添加物摂取量推計精緻化に向け摂取量情報取得が望まれる加工食品追加 
 項目の検討 
 ○多田敦子 1，建部千絵 1，渡邉敬浩 1，久保田浩樹 1，藤原由美子 1， 
 丸田知枝 1，平原嘉親 2，杉本直樹 1 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２摂南大学 
 
B51 LC-QTOFMS を用いた飲料中代謝物のノンターゲット解析 
 ○飯田哲生１，馬越泰 1，⼩林まなみ 1 
 １株式会社 島津製作所 
 
B52 オオウバユリ伝統食品「オントウレプアカム」の発酵過程の解析 
 平塚ゆうさ１，村木美幸２，堀江純子２，藪中剛司 3，森岡健治 3，内田祐一 3， 
 上井幸司 1，○徳楽清孝 1 
 １室蘭工業大学大学院工学研究科，２ウポポイ(⺠族共生象徴空間)， 
 ３国立アイヌ⺠族博物館 
 
B53 線虫を用いたノンターゲットメタボロミクスによるネオニコチノイドのミトコ 
 ンドリア毒性の評価 
 ○坂口裕子１，井川 祐 1，堤 太陽 1，高⼭卓大 1，井之上浩一 1 
 １立命館大学薬学部 
 
B54 食用赤⾊ 40 号中の未反応原料、反応中間体及び副成⾊素の相対モル感度 
 （RMS）を用いた定量法の検討 
 ○藤原由美子 1，建部千絵 1，吉田直美 2，福増潤⼆ 2，古崎華央 3， 
 中路久美子 3，榎田 剛 4，豊原英明 4，澤田紘樹 5，根岸 淳 5，栗⼭紋子 6， 
 ⽯橋 諒 6，⻄⼭浩司 6，松岡美徳 7，⼭口徳之 8，岡本晴美 8，高田翔平 1， 
 久保田浩樹 1，多田敦子 1，杉本直樹 1 

 １国立医薬品食品衛生研究所，２(一財)日本食品分析センター， 
 ３(一財)日本食品検査，４(一財)食品環境検査協会，５ダイワ化成㈱， 
 ６三栄源エフ・エフ・アイ㈱，７キリヤ化学㈱，８癸⺒化成㈱ 
 
B55 相対モル感度を用いた食用赤⾊ 40 号中の未反応原料、反応中間体および副成⾊ 
 素の定量法の共同試験 
 ○建部千絵 1，藤原由美子 1，吉田直美 2，福増潤⼆ 2, 古崎華央 3， 
 中路久美子 3，榎田 剛 4，豊原英明 4，澤田紘樹 5, 根岸 淳 5，栗⼭紋子 6， 
 ⽯橋 諒 6，⻄⼭浩司 6，松岡美徳 7，⼭口徳之 8，岡本晴美 8，高田翔平 1， 
 久保田浩樹 1，多田敦子 1，杉本直樹 1 
 １国立医薬品食品衛生研究所，２(一財)日本食品分析センター， 
 ３(一財)日本食品検査，４(一財)食品環境検査協会，５ダイワ化成㈱， 
 ６三栄源エフ・エフ・アイ㈱，７キリヤ化学㈱，８癸⺒化成㈱ 
 
B56 かまぼこの血糖値上昇抑制作用と GLP-1 を介した作用機構の検討 
 ○池田くる美１，田中照佳 1,2,3，藤井有希 2，中⻄基元 2，佐々木愛美 2， 
 福田隆志 1,2,3，安藤正史 1,2 
 １近畿大院・農・水産，２近畿大・農・水産，３近畿大・アグリ技研 
 
 



 

B57 食品中 PFAS モニタリング：SFC-QTOF-MS による超短鎖および⻑鎖 PFAS 
 の包括的分析 
 ○安田恭子１，野田莉帆１，林 明生１  
 １アジレント・テクノロジー株式会社 
 
B58 アミロイドβの凝集に着目した植物由来機能性成分の高効率抽出法の検討 
 佐藤奈々1，⼩野寺翔 1，吉川琢也 2，中坂佑太 3，倉賀野正弘 1，徳樂清孝 1， 
 ○上井幸司 1 
 １室蘭工業大学大学院工学研究科，２帯広畜産大学環境農学研究部門, 
 ３北海道大学大学院工学研究院 
 
B59 オンライン固相脱水誘導体化 GC/MS システムを用いたアジ中ヒスタミン分析の 
 検討（第一報） 
 ○松尾俊介１，新川翔也１，島三記絵１，川上正美１，佐々野僚一１ 
 １株式会社アイスティサイエンス 
 
B60 食品検体中のたんぱく質・脂質が公定法および TEMPO®を用いた一般生菌数 
 測定の結果に及ぼす影響についての評価 
 ○⽯⼭元喜 1，渡部百合 2 
 １日本ハム株式会社，２ビオメリュー・ジャパン株式会社 
 
B61 フィコシアニンを主成分とするスピルリナ⾊素の成分規格に関する研究 
 〜インタクト HPLC 法及びトリプシン消化 LC-MS 法の開発〜 
 ○高⼭卓大 1，岩井百花 1，阿部 裕 2，杉本直樹 2，井之上浩一 1 
 １立命館大学薬学部，２国立医薬品食品衛生研究所 
 
B62 亜鉛含有酵⺟原材料のプロファイル（パターン）分析による同等性評価の検討 
 ○伊藤里恵 1，宮地里実 1，⼩林宏資 2，宮城琢磨 3，古庄義明 3，⼩野佑介 4， 
 鈴木美成 5，広瀬明彦 6，岩崎雄介 1，穐⼭ 浩 1,5 
 １星薬大，２アクアス，３GL サイエンス，４オムニカ，５国立衛研，６CERI 
 
B63 膜ろ過（SPEEDIA）法を用いたテトラサイクリン系抗生物質を含む動物用医薬 
 品の多成分一⻫分析法の多品目適用検討 
 ○岡本みなみ，安瀬地千奈実，川嶋⽂人 
 愛媛大学大学院 農学研究科 
 
B64 ⼆次元液体クロマトグラフィーを用いた CBD アイソレート中微量Δ9-テトラヒ 
 ドロカンナビノール定量法の検討 
 ○野上知花１，安部寛子２ 
 １アジレント・テクノロジー(株)，２(株)バイオデザイン 
 
B65 魚類中 PFAS 分析における非抽出性 PFAS の評価 ― EPA Method 1633A 
 および FDA Method C-010.03 抽出後残渣の酵素分解による評価 ― 
 ○橘田 規，高橋洋武，平松幸之助 
 (一財)日本食品検査 
 
B66 ラットを用いた微⼩繊維状セルロースの 90 日間反復経口投与毒性試験 
 ○⽯井雄⼆ 1，高須伸⼆ 1，相馬明玲 1，阿部 裕 2，川末慎葉 2，⼩川⽂一朗 1， 
 ⼭上洋平 1,3，杉本直樹 2，豊田武士 1 
 １国立医薬品食品衛生研究所 病理部， 
 ２国立医薬品食品衛生研究所 食品添加物部， 
 ３東京農工大学大学院 獣医毒性学研究室 
 
B67 調理実習室における特定原材料の残存調査とその要因分析 
 ○沖嶋直子１，⼩島優歩 2 
 １信州大学学術研究院教育学系，２信州大学教育学部家庭科教育コース 
 
B68 ʻ愛媛果試第 48 号ʼの脳内における抗炎症作用の解析 
 ○奥⼭ 聡 1,2，大政俊樹 1，武田大地 2，天倉吉章 1,3，菊地毅洋 4，笹⼭新生 4， 
 澤本篤志 1,2，内倉 崇 3，好村守生 1,3，中島光業 1,2 
 １松⼭大院医療薬学，２松⼭大薬薬理，３松⼭大薬生薬， 
 ４愛媛農研果樹研セみかん研 
 
B69 動物用医薬品ジブチルサクシネートの豚の肝臓試料中における減少に対する 
 酸の抑制効果の検討 
 ○髙橋未来，坂井隆敏，菊地博之，田口貴章，堤 智昭 
 国立医薬品食品衛生研究所 食品部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§ 企業展示    
株式会社アイスティサイエンス 
アクアス株式会社 
アジレント・テクノロジー株式会社 
株式会社ウエリントンラボラトリーズジャパン 
株式会社 エービー・サイエックス 
株式会社大阪ソーダ 
ジーエルサイエンス株式会社 
シグマアルドリッチジャパン合同会社 
株式会社 島津製作所 
株式会社ダイセル 
内閣府 食品安全委員会 
日本ウォーターズ株式会社 
日本電子株式会社 
林純薬工業株式会社 
富士フイルム和光純薬株式会社 
三浦工業株式会社 
室町ケミカル株式会社 
株式会社ワイエムシィ 

§ ランチョンセミナー   
7 月 23 日（木） 
アジレント・テクノロジー株式会社 
7 月 24 日（金） 
株式会社島津製作所 

§ 後援   
松⼭大学 
愛媛県教育委員会 
日本食品衛生学会 
日本薬学会 

§ 協賛企業   
株式会社ウエリントンラボラトリーズジャパン 
⻑岡香料株式会社 
株式会社ブルーム・クラシック 
三浦工業株式会社 

 <参加費用・申込方法>   
◆大会参加費 ：会員 4,000 円，非会員 6,000 円，学生 1,000 円 
 交流会参加費：一般 9,000 円，学生 4,000 円（定員 100 名） 
        (ANA クラウンプラザホテル松⼭ サファイアルーム) 
◆参加申込方法：32th 大会 HP または参加申込フォームよりお申し込み 

ください。  
◆参加申込締切：７月 17 日(金)まで 
 
※ 当日受付はありませんので 事前の参加申込，事前の参加費支払を 

お願いいたします 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本事業は、公益社団法人松⼭観光コンベンション協会の 
MICE 開催助成金を活用しております。 

参加申込フォーム 32th 大会 HP 


